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平成２８年度第１回印西市介護保険等運営協議会議事録（概要） 

 

開催日時：平成２８年１１月１６日（水）13：30～14：30 

開催場所：印西市役所 会議棟 ２０４会議室 

 

次第 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

     ３ 議 題 

      （１）第６期高齢者福祉計画及び介護保険事業計画（平成２７年度～平成２９

年度）の進捗状況について（報告） 

      （３）第７期高齢者福祉計画及び介護保険事業計画（平成３０年度～平成３２

年度）策定に係るアンケート調査概要について（報告） 

     ４ その他 

     ５ 閉 会 

 

 

出 席 者：藤田裕介委員、武士田政文委員、吉岡恵美子委員、宮嶋茂委員、永田庄吾委員、

柴田勇介委員、蓮実篤佑委員、大野緑委員、小林精子委員、駒内和夫委員、横井

佳代子委員 

欠 席 者：橋詰昌委員 

事 務 局：髙橋介護保険課長・富澤高齢者福祉課長・青木所長 

小川主査・古谷主査・柗田主査・石井主査補 

 

 

会議資料：会議次第、 資料１、資料２、資料３、資料４、資料５、資料６ 

      

議事内容 

司会  定刻となりましたので、「平成２８年度第１回印西市介護保険等運営協議

会」を開会いたします。 

 本日、橋詰委員につきましては、所用のため、欠席する旨のご連絡をいた

だいております。 

 また、会議録作成のため、録音させていただきますのでご了承ください。 

 それでは、次第にそって進めさせていただきます。 

 はじめに、藤田会長ごあいさつをお願いいたします。 

 

会長 会長あいさつ 
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司会  ありがとうございました。次第３の議題に入ります前に資料の確認をさ

せていただきます。 

 資料１と資料２につきましては、先ほど資料の差し替えをさせていただ

いておりますので、よろしくお願いします。 

 

 （資料１から資料６まで確認） 

司会  よろしいでしょうか。議事進行につきましては、印西市介護保険事業実

施規則第５５条の規定により、「協議会は、会長が招集し、会長が会議の

議長となる」とありますので、藤田会長、議事進行をお願いいたします。 

 

議長  議題に入ります前に、事務局にお聞きします。傍聴人の申し出はありま

すか。 

 

事務局  １名の申し出があります。（会議途中に１名追加で合計２名傍聴） 

 

議長  傍聴人の入場を許可します。 

 

 （傍聴人入場） 

議長  それでは、議題の（１）「第６期高齢者福祉計画及び介護保険事業計画

（平成２７年度～平成２９年度）の進捗状況について」を議題といたしま

す。 

事務局より説明をお願いします。 

事務局 （資料１～資料３について説明） 

議長  ただ今、事務局から説明がありましたが、委員の皆様、何かご意見・ご  

質問がありましたら、お受けいたします。何かございますか。 

 

議長  資料１の平成２７年実績の被保険者数が、計画値よりも多くなっている

が、印西市に転入されてくる方が多いということか。 

 

介護保険 

課長 

 ６５歳到達者及び転入者も計画値に見込んだ数字ではありますが、委員の

お見込みのとおり、転入者が増えているものと考えております。 

 

委員 

 

 資料３の７ページに、医療・介護連携のための検討委員会設置とあります

が、まだ設置されておりません。いつ頃の設置予定なのでしょうか。 
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高齢者 

福祉課長 

 今年度内に立ち上げる予定でおります。現在、委員会設置のための設置要

綱等を整備しておりまして、整備後に委員の募集等を行ってまいります。 

 

委員  資料３の８ページを見ますと、多職種協働研修を兼ね事例検討会を実施し

ているとありまして各論的には具体的で非常に良い事業だと思いますけれ

ども、まずは、総論的な医療・介護連携推進会議ですか、こちらを立ち上げ

ていただかないと話が前に進まないのではないかと思っています。医療関連

の団体と地域包括支援センターとの連絡あるいは協議というものが非常に

大事になるかなと思うんですけど、そういう場を、ぜひとも早く作っていた

だきたいと思います。ご検討いただければと思いますが。 

 

高齢者 

福祉課長 

 委員のおっしゃる通りだと思います。できるだけ早急に会議の設置を進め

るように努力してまいります。 

 

議長  ほかにございますか。ほかにないようですので、議題の（１）「第６期高

齢者福祉計画及び介護保険事業計画（平成２７年度～平成２９年度）の進捗

状況について」は、終了いたします。 

次に、議題の（２）「第７期高齢者福祉計画及び介護保険事業計画（平成

３０年度～平成３２年度）策定に係るアンケート調査概要について」を議題

といたします。事務局より説明をお願いします。 

 

事務局 （資料４～資料６について説明） 

議長  ただ今、事務局から説明がありましたが、委員の皆様、何かご意見・ご  

質問がありましたら、お受けいたします。何かございますか。 

 

委員  資料６のアンケートの、在宅介護実態調査において、個人を特定するこ

とについてのメリットは、どのようなものか教えてください。 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 対象の方は、過去に更新申請若しくは、区分変更申請をされている方で

す。介護認定審査会で利用している認定ソフト２００９から、対象者の情

報を抽出致します。認定ソフト２００９を介し、記名式で、被保険者番号

と関連づけたアンケート調査を実施し、アンケートを収集した結果を、被

保険者と関連づけることで、その方が、在宅でどのようなサービスをこれ

まで利用してきたのかを把握することが出来る。また、在宅での介護を継

続するにあたって、一体どのようなサービスが必要とされているのか。訪

問系のサービスが、もっと市内に必要なのか。２４時間対応のサービスが

市内に必要なのか。在宅で介護を継続出来るようにするには、どのような
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事務局 

 

 

 

 

 

手法があるのか。国は、介護離職者ゼロを目指すとしておりますが、どの

ようなサービスがあれば、介護者が離職せず、在宅での介護を継続するこ

とが出来るのか。個人を特定する記名式のほうが、より確度の高い情報を

得られる可能性が高いと国において、示されております。 

国においても、記名式の方法が推奨されております。ただ、どうしてもア

ンケートを収集する上で、個人を特定して実施した場合、個人情報を収集

するなら書かないよということがあったり、回収率が下がるかも知れませ

ん。その為、回収率が下がったとしても、確度の高い内容を収集するか、

確度が低くなっても、回収率を優先し、無記名で実施するか。検討してい

るところです。 

介護保険 

課長 

個人を特定して行う。国のほうがそういった方針を打ち出している。 

見える化という部分では、個々の介護度の状況も把握出来る。全国の各自

治体の状況というものも把握出来る。その中では、より具体的な分析が出

来るというところが見られます。印西市として、どのようにしていくかに

ついては、記名をするのが、本当に良いのかどうかも含めて、近隣の状況

を踏まえながら、検討していきたいと思います。 

議長 被保険者にとっても、自分たちの要求が分かるということと、ご家族の

ニーズについても、細かく拾える。計画を策定する市としても、より詳し

い情報が、記名式のほうが得られるということでよろしいでしょうか。 

 

介護保険 

課長 

まさしく、そのとおりだと思います。 

そして、資料の６のＢ票でございますが、介護者の方への聞き取りの項

目となっておりまして、これまでは無かったものでございます。こうした

内容が第７期計画に向けて、変わっているところでございます。 

 

議長 ほかにございますか。ほかにないようですので、議題の（２）「第７期

高齢者福祉計画及び介護保険事業計画（平成３０年度～平成３２年度）策

定に係るアンケート調査概要について」は、終了いたします。 

以上を持ちまして、本日の議事は全て終了いたしました。委員の皆様、ご

協力ありがとうございました。 

それでは、進行を事務局にお返しいたします。 

 

司会  藤田会長、議事進行ありがとうございました。 

 それでは、次第４の「その他」でございますが、委員の皆様、何かござ

いますでしょうか。 

 

 （特になし） 
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司会 無いようですので、「事務局より連絡事項としまして」４点ございます。

１点目、次回の介護保険等運営協議会につきましては、会長と日程調整 

をさせていただき開催通知させていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

 ２点目、事前にお知らせさせていただきますが、来年度は計画策定の年

度であることから、慣例で２９年度印西市介護保険運営協議会と合わせて

計画策定委員会として委嘱させていただきますのでご了承ください。 

３点目、マイナンバーの届け出書の提出を依頼させていただいておりま

す。本日持参いただいておりましたら、事務局までお願いたします。 

 ４点目、本日の委員報酬につきましては、１２月上旬に皆様の指定口座

に振り込みとさせていただきます。 

 以上を持ちまして本日の会議を閉会いたします。 

 

 

 

 

  


